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がん診断を支援する病理組織画像認識システム
がん診断の質、効率の向上と病理医の負担軽減を同時に実現へ

適用分野：
●診断支援技術
●病理組織診断
●医用画像処理

目的と効果
近年、がん患者数が増大しており、2005 年

から 2015 年までに罹
り か ん

患数が 68 % 増加する（89
万人）と予測されています。その一方で、がん
の確定検査を担う病理診断医の数は人口 10 万
人あたり約 1 人（米国 7.9 人）と少なく、診断
の高度化や診療業務負担の増大に伴って、見落
としや誤診の可能性が高まることが懸念されて
います。これに対し、この発明では、領域分割
手法と特徴抽出システムを用いた画像認識技術
によって、がん組織の自動判別が可能で、病理
医の負担軽減と診断の質や効率の向上を同時に
実現する、がん検出支援システムの確立が期待
できます。

技術の概要
この発明では、医師が病理組織診断時に着目

する核・細胞質の領域を強調するため、色空間
変換と統計解析処理をベースとした新しい画像
処理手法により領域分割を行っています。具体
的には、原画像（図 1a）から、国際照明委員
会の標準色空間（CIELuv）を主成分分析処理

した細胞質領域の抽出（図 1b）や赤緑青の色
空間（RGB）の R 成分の 2 値化処理をベース
とした核領域の抽出（図 1c）などを行ってい
ます。加えて、高次局所自己相関特徴を拡張し
た特徴抽出システムにより、領域分割した病理
組織画像の特性に適応した特徴抽出を行い、正
常組織とがん組織の自動判別を実現しました。
これによりがんの見落としを 0 ％、過検出を 4 
% に抑えることに成功しました（図 2）。

発明者からのメッセージ
がん患者の増大や医師不足といった現状に対

し、IT 技術を活用し、診断に貢献するために
この技術を開発しました。近年、病理組織画像
のデジタル化が進み、さまざまな活用方法が提
案されていますが、この技術のような自動診断
技術は成熟しておらず、本格的な普及には至っ
ておりません。この発明がブレイクスルーとな
り、医師の負担が軽減するとともに、診断の質
や効率の向上に貢献できる支援技術が普及する
ことを期待します。

図1　胃生検病理組織画像の領域分割処理
画像
(a)原画像、(b)細胞質領域抽出例、(c)核領
域抽出例。原画像(a)から、(b)は細胞質領域
（黒）が抽出され、(c)は細胞核領域（黒）が
抽出されている。

図2　正常画像50枚とがん画像24枚をこの
発明技術にて自動診断した結果
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胃生検画像サンプルからがん画像を全て検出
見落とし→ゼロ（0/24）
過検出　→4 %（2/50）
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